








‚µ‚ê‚È‚¢‚¯‚Ç.’j‚Ì•l‚Æ•—‚Ì•l‚Æ‚Ì•ê•‡•C‚·‚²‚‚¿‚ª‚¤‚ÆŽv‚¤‚Ì‚Á’j‚Ì•l‚È‚ñ‚©•C—F•î‚ª

‚ ‚Á‚¢‚Æ‚¢‚¤‚©•Cˆê•¶‚Â‚«•‡‚¤•l‚ª‰½•l‚à‚¢‚é•l‚ ‚é‚¯‚Ç.•—‚Ì•l‚È‚ñ‚Ä•CŒ‹•¥‚µ‚½‚ç.

‚·‚®‚Æ‚í‚ê‚Ä‚µ‚Ü‚¤‚æ‚¤‚È—F•î‚ª‘½‚‚Ä•C‚Ë‚¦•CŽ©•ª‚Å‚Í.‚Ù‚ñ‚Æ‚Ì—F•î‚¾‚ÆŽv‚Á‚½‚Æ‚µ

‚Ä‚à.‰½‚©Ž©‘R‚Æ•C‚»‚¤‚¢‚¤Š´‚¶‚É‚È‚é‚ÆŽv‚Á‚Ä.”ß‚µ‚¢‚È‚ ‚ÆŽv‚¤‚Æ‚Æ‚ª‚ ‚é•B

R’j :–{Ž¿“I‚É‚¿‚ª‚¤‚ñ‚¶‚á‚È‚¢? •—‚ÌŽq‚Ì—F•î‚Æ‚¢‚¤‚Ì‚Æ’j‚ÌŽq‚Ì—F•î‚Æ‚¢‚¤‚Ì‚Í‚¿‚ª‚¤‚ñ

‚¶+‚È‚¢‚©‚È•B‚Ç‚Á‚¿‚©‚Æ‚¢‚¤‚Æ’j‚ÌŽq‚Ì—F•î‚Í•C—••«“I•C‚»‚ê‚É‘Î‚µ‚Ä•—‚ÌŽq‚Ì—F•î‚Í

Š´•î“I‚Æ‚¢‚¤‚Ì‚©‚È•B‚µ‚©‚µ•CŒN‚ç‚ªŒ¾‚Á‚Ä‚é‚Ì‚Í‚Çƒ‡‚¿? ’j‚Ì‚Æ‘Î”ä‚³‚¹‚ÄŒ¾‚Á‚Ä‚½

‚¯‚Ç‚³.–l‚È‚ñ‚©.‚Í‚Á‚«‚èŒ¾‚Á‚Ä—¼•û‚Æ‚à•Ê•X‚È‚à‚Ì‚Å‚È‚¢‚©‚È‚ÆŽv‚Á‚Ä‚é o •—‚ÌŽq‚Ì

—F•î‚É’j‚ÌŽq‚Í“ü‚é‚±‚Æ‚Å‚«‚È‚¢‚µ.’j‚ÌŽq‚Ì—F•î‚É•—‚ÌŽq‚ª“ü‚é‚±‚Æ‚Í‚Å‚«‚È‚¢‚µ.‚¿

‚ª‚¤‚©‚Ë•B

K Žq :‚»‚ê‚Í•u‚¿‚ª‚¤•v‚ÆŽv‚¤‚̄ ‚Ç•C r‚¿‚ª‚¤•v‚©‚ç‘Ä‚ê‚é•B•—‚ÌŽq‚Í•C•l‚¦•û•C—F•î‚Æ‚¢‚¤‚à

‚Ì‚É‚Â‚¢‚Ä‚Ì•l‚¦•û‚ª‚à‚¤Š´•î“I‚¾‚Æ‚¢‚¤‚ñ‚Å‚µŽå?

R ’j :‚ ‚ •B

KŽq :‚¾‚©‚ç•C‰½‚©Š •́î“I•B

R ’j :Š •́î“I‚ª̂ «‚¢‚Æ‚¢‚¤‚ñ‚¶+‚È‚¢‚ñ‚¾‚æ•B

K Žq :ƒEƒV•Cˆ«‚¢‚Æ‚©—Ç‚¢‚Æ‚©‚¶+‚È‚‚Ä.‚à‚¤‚¿‚å‚Á‚Æ•B

R ’j :ŒN‚ç‚ª‹•‚ß‚Ä‚é‚Ì‚Í.‚Ç‚Á‚¿‚©‚Æ‚¢‚¤‚Æ’j‚Û‚¢—F•î‚Æ‚¢‚¤•û?

K Žq :‚ ‚ ?

R ’j :‚æ‚•Cƒzƒ‰.ƒeƒŒƒs•Eƒhƒ‰ƒ}‚È‚ñ‚©‚Å•C‚¨•—˜C‚É“ü‚Á‚Ä•C”w’†‚È‚ª‚µ•‡‚Á‚½‚è•C‹CŒy‚é‚É

Œ̈‚‚ñ‚Å•C rƒIƒC /J ‚Á‚ÄŒ¾‚Á‚Ä‚³•B

(•—‚ÌŽq‚½‚¿‚ª•Î‚¤)

I Žq :‚»‚ñ‚È•B

R ’j :‚»‚ñ‚È‚æ‚¤‚È‚Ì.ƒeƒŒƒr•Eƒhƒ‰ƒ}‚É•o‚Ä‚‚é‚Å‚µ‚å o

X •æ•¶ : J Žq‚³‚ñ‚Ì‚¢‚¤‚Ì‚Í•C‰½‚Å‚à˜b‚µ•‡‚¦‚é—F•î•B

R’j :‚Å‚à•CŠ´•î“I‚É˜b‚µ•‡‚¦‚é•ê•‡‚Æ.—••«“I‚É˜b‚µ•‡‚¦‚é•ê•‡‚Æ•B

Z•æ•¶:‚»‚ñ‚È‚±‚Æ‚Ü‚Å•C•ª‚¯‚Ä•l‚¦‚Ä‚È‚¢‚æ•B

J Žq :ƒEƒV•B

R’j :•l‚¦‚Ä‚È‚¢‚Ì‚©•C–l‚ç•C‚Çƒ‡‚¿‚©‚Æ‚¢‚Á‚½‚ç—••«“I‚È•û•B

Z•æ•¶:‚È‚ ‚É? ‚ ‚Ü‚¦‚ñ—c‚Ì‚‚¹‚É•B

(‚Ý‚ñ‚È•Î‚¤)

R ’j :‚Å‚à•C–l•C—F‚¾‚¿‚¢‚é‚¯‚Ç•C‚Å‚à.‚Ù‚ñ‚Æ‚¤‚Ì‚±‚Æ‚È‚ñ‚Ä•â‘ÎŒ¾‚¦‚ñ‚æ•B‚ ‚ •C—F‚¾‚¿‚¨

‚Á‚Ä‚à•C r‚È‚ñ‚¾•C‚Ä‚ß‚¦•v‚È‚ñ‚Ä•C‚æ‚Œ¾‚¤‚¶‚á‚È‚¢ o ‚Ù‚ñ‚Æ‚É•D‚«‚È•—‚ÌŽq‚ª‚¢‚é‚Æ

‚³•C‚»‚Ì‚»‚Î‚É‹ß‚æ‚è‚É‚‚¢.‚Ù‚ñ‚Æ‚¤‚É—§”h‚È’j‚ÌŽq‚¾‚Á‚½‚ç.‚©‚¦‚Á‚Ä•u—F‚¾‚¿‚É‚È

‚ë‚¤•v‚È‚ñ‚ÄŒ¾‚¦‚È‚‚Ä•C‚Ç‚Á‚¿‚©‚Æ‚¢‚¤‚Æ•ç’k‚Î‚©‚èŒ¾‚Á‚Ä‚³•C‚Ë•B

Z•æ•¶:‚»‚ê‚Í‚à‚Á‚Æ‚à‚¾‚̄ ‚Ç‚³•C•¡•C X •æ•¶‚ªŒ¾‚Á‚½‚Ý‚½‚¢‚É•C J Žq‚³‚ñ‚Í.‚»‚ñ‚È‚Æ‚±‚ë‚Ü‚Å

-93 -



たずねているんじゃなくて， r友だちがいないよ」って言ってるんで.友達論を言ってる

んじ+ないよ。

J子 ::私ね。中学校の時は，仲良かった友だちがいたのね。その時はそれを重要に考えていなか

ったというか，気がつかなかったのね。で，大切にするとともなくて，転校するととにな

って，わ沿えままかもしれないけど.何というか，いつも自分のそばにいてくれて，自分の

気持をとって〈れて.で.相談した時に，それを一生けん命考えてくれるっていう。

R男 :何だって?

J子 :その予とは，今でも文通つづいているけどo

R男 :二水では，満足していないってこと?

J子 :ウシ。なんか，私の場合，そういう人がいるから幸せだとは思うんだけど，考えてみたら.

この学校には，何というか.私の.ほんとうに私のとと思ってくれてるって思う友だちが

いないってとと.悲しいなあって思う。

R男 :ゥ-:/..・H ・でも.やっぱり.きびしいよ o自分の思っているとと，パヲとわかる人なんて。

X先生 :R男君は，むずかしい.むずかしい?

R男 :フブフン。僕なんか もうほぼ諦めかけてるっていうかねえ。

X先生:あら.また冷たい。

R男 :だって，自分で自分のことさえわからんのに，ねえ.他人が僕のことわかるはずがないな

あって O

X先生:自分でわからんから，友だち。

R男 :友だちの方がわかるって? そんなととあるかもしれん。 俣いながら)

X先生:いや，いや，それはわからんよ。むずかしい，むずかしいっていうけど H ・H ・。

R男 :僕だったら，ちょっと馬鹿にされながら.それでも結構，親友つくれる.そんなのかえっ

て。

Z先生:とれ，解釈みたいになるけど. J子さんは，ボロを出せるような相手がほしいんでしょ。

らくな気で O

J子 :そんな，いつでも，私，ポロ出してる使いながら)

Z先生:ボロ出してるみたい?

J子 :ウン。

Z先生:じゃ，それをスーツと うけとってくれる人がいないの?

J子 :なんか，よくわからないけどね. 2年生の人同志，結構たのしんでいても.何かあった時，

寂しいなあって。

K子 :ウン。

Z先生:いくつになっても寂しいよ。

R男 :ウン 3 友だちって，学校とは関係ないでしょ o

X先生:ウン
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R男 :でも.寂しいってのね，なんか，頑張らなくっちゃ。 J子さんには. r僕で，できること

があれば」って言うのが最高，他にち主っと，何も言えない。

J子 :自分で自分をみていると.ほんとだったら，人にいっぱいいろんなとと話してね.それが

気持ョてものだろうと思うんだけど.そういう努力とか，いろんなことわかろうとする何

かが，自分に欠けているように思う。

K子 :ウン，みんな，お互いに思ってるのにね，どうして.うまくいかんのやろ

Z先生:ほんとね。

K子 :ほんとの友だちほしいと思っているのにね。

(中略 2分間)

K子 :なんか. J子さんの言ったとととはなれるかもしれんけど，私で，自分で自分の燥なこと

を話す時に. rそうじゃないんだ。自分にもそんなととろがあるんだJって，他人に言っ

てもらいたい気持があるんや。そんな時.自分で，ああいやらしいなあって，思ラんや。

自分が。なんでこんなこというんやろ.ああ，あんなとと言わなければよかったって，そ

の時の後悔がたまらん時があるんや.なんか.そんなととないですか?

Z先生:ある，あるー

K子 :なんか.他人に求めて，自分の仕かけのために，いやあになる。

J子 :私は. rわたし，こんななのよ」って言ったら，その心のうちに「そんなことないわよ~

って言ってほしから。

K子 : r自分もそうだ」とか。

J子 :言ってほしいから.そう言う o

K子 :やっぱり，言ってほしいという気持があるもんだから・・・…すごく感じる。自分は嫌な人間

だな.なんて思ったりして。

Z先生:そう O

K子 :先生，そんなことない?

Z先生:ウン。ある。そんないやらしい自分だと思って，かわいいと思うよ o

k子:俣う)

Z先生:それや，ふんばれればいいけどね。やっぱり，ボトボトとしてね。

(沈黙 20秒)

K子 :こんなゆっくりして.自分のこと考えたりする時間って，学校ではない。日常生活におわ

れてしまって.汽車にのって，帰って.食べて寝て，明日また学校行って，何となく勉

強して，また帰って……今，すごく有意義に過したような気持。

この後.無口なQ男が「何か解けたような気分だ」といって.最近の自分を語った。そして，

L子は(すすり泣きながら)伯父と伯母の死.友だちの死について，自分の哀しみを話したる
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みんなL子と共に 3.0分〈らいの時間を過した。そして，終りの 30分は， との合宿に参加

した感想を述べ合ったが，参加者全員がお互いの中に何かを見出した様子で.和かな雰囲気

の中で，との小グループの話し合いは終了した。

<第1セヲションの最初の部分(18分"'30分)を資料としての検討〉

3つのグループの共通性 l 

1 初対面の挨拶

グループAとグループBは，自己紹介という方法で.グループCは，他人紹介という方法で。

2 テーマを決めていない

グループBでは rテーマを決めないのですか」という質問が出ているが. 3つのグループとも

r"，についてのディスカッシ g ン」という形ではない。

3 参加者の暗中模索

テーマが決まっていないので.何を.どんなふうに話せばよいのか.わからない状態で始まって

いる。

4 参加者会員の発言

参加者全員が 11音声グを発している。

5 11場かの確認

参加者は. rほんとうに.安全な場であろうかJという気持で，用心深〈発言している。

6 グループ経験者の活躍

各グループに，昨年のグループ・カウンセリング参加者が，ひとりか 2人いて，その生徒は自分

の気持を自由に話したり.他の参加者を激励したり.その活躍が目立つ。

7 自分の周辺を語る

自分の気持を語ることよりも，自分の周辺について語ることが多い。

8 沈黙の場面が少い

H 自分の周辺。を語るととに.ファッシ Pティターがストヲプをかけないので.重苦しい長い沈

黙は比較的少い。

9 生徒中心の動き

ファッシリティターは，生徒の発言を大切にし.生徒の動きについていく姿勢である。
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3つ の グ ル ー プの相違点

グループAの特色

1. 非常に快活で，賑やかな雰聞気。 R先生が生徒ひとりひとりに強い関心をもって発言している

のが目立つ。

2. 自己紹介のテンポが.かなりはやい。

3. 生徒同志の言葉のやりとり心心情的ではないが)が，目立つ。

4. E男の発言が.他の生徒よりも非常に多い。

グループBの特色

1. 生徒たちは， r先生が，なにかしてくれるべきだJと期待していたため， U先生は不本意なが

ら. iひとりひとり言いたいことを話してください」という応じ方をした。教師の方から，生徒

の方へ.あまり積極的にかかわっていとうとする発言がない。

2. 自己紹介が，スピーチ風。

3. 生徒同志のやりとりが.比較的少い。

4. V先生は.生徒の発言に対して.感情レベルで反応しているが.全体の流れとしては. rテー

マさがし」の感じがするご

グループCの特色

1. X先生と Z先生が.生徒の発言の一言一言に，反応して，声(ウシウシとかェー?とか)を発

するのが目立つ。また.Y先生も，大声で驚きを表明する場面もあり，教師3人が，積極的に生

徒にかかわっている。

2. 他人紹介という方法であったため，生徒同志.生徒と教師の聞での言葉のやりとりが多い。

3. 言葉以外の伝達方法舗きの叫ぴ声や限や鼻を動かしてそドカシサを表現する)が，グループ

を刺戟し，新しい局面をひらいた。

4. 沈黙が 3回あり，一番長いのは，他人紹介が終った後の 2分15秒である o一方，笑いも多い。
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Itfiす 録

円高-11 

調査記入についてのお願い

相談室昭和49年 10月1日

いよいよ 10月，文化祭などの行事も多<.準備などで 忙しい毎日ではない

でしょうか? さて相談室では.例年.生徒諸君の H 話 し 合 い 合 宿 よ を 実 施 し

てまいりました。今年ぢ 11月 2日(土) '" 4日(月) (二泊三日)の予定で

計画を進めております。

今年は.皆さんの中で.どのようなことが問題となっているか調べたうえで，

それを基にして 合宿をもちたいものと思っております 0- それで下記項目につ

いて 思っていること，考えているとと.感じているとと を簡単でいいです
一一 一

から，記入して下さいませんか。

氏名は脅かなくてけっとうです。まろし〈お願いします。

1. 学業成績について ( 

2 学習について ( 

3 進路について ( 

4 附の性格 問て(

5. 友人について ( 

6. 学校の規則や教師 〆

について | 

7 タラスの役員を L ノ

てみて又はクラス

の役員をみて

8 家庭生活について ( 

9. この頃すごく腹だ

たしく思っている | 
とと

‘、

10. その他なんでも

-・ー...ーーー・ー ・・.....・・・・・・・・..............ーーーーー ー ーー マーー・ーーーー._.. . . . .・.....ー ・・ ー・・・・.......
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日両2-¥

一年生のみなさんへ

(相談室より)

パス旅行.陸上競技大会.文化祭と行事がつづきました。高校生になって六

ヶ月が過ぎてみて，みなさんは現在 Eんなふうに感じていますか。

とのアンケートは無記名です。正直に答えてください。私たち教師の反省資料

にしたいからです。自分の気持ちに近いものに O印を。

A 学校へ来るのは 1.たのしい 2.嫌だ 3.別に・・

B 友だちは 1.いる 2.いない

C 授業は大体 1.わかる 2.わからない

D 先生方の多くは 1.親切 2.つめたい 3.関係ない

kとろで，相談室では，次のような目的と計画で「話し合い合宿」をしよう

と考えていますので 参加して下さい。参加希望者は.との用紙の下の氏名欄

に記入して下さい。

(目的)相談室の浦田.山口.横川.北島は，特に一年生の人々と話し合う機

会が少いのを残念に思っています。そこで. 12名くらいを 1グループとして

主主主旦，できるだけ正直に話し合い，心と心を触れ合わす「安全な場」をも

ちたいと考えています。自己を語 9.仲間に耳を傾けて.人間らしいグループ

にしたいと願っています。

(日時.所，費用〉

(1) 1 1月 2日(土) 2: 0 0 'pm - 1 1月 4日(月) 2: 00 pm 

(2) 金沢大学研修セシター(能美郡辰口)

(3) 費用 4.000円以内 (2泊3日の食事.宿泊.果物，菓子，飲物.交通など一切の

費用をふくむ)

合宿参加希望者はホームと氏名を書いてください

ホーム 氏名 '74.1 O. 11 
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日堅三」

グループに参加するみなさんと父兄のみなさんへ

1974年 10月11臼

石川県立金沢二水高等学校相談室

1 1月 2日(土)から 4日(月)まで 2泊 3日.相談室主催の

合宿を行います。

高校生活に かけた夢と現実の生活とがかけ離れているように思えたり.なん

の 気 な し に 過 している毎日をふと思い返えして. rこれは いったいどうなっ

ているのか Jとか. r自分はこれで いいのかしら。 J と感じている人も多い

と思います。とのように現在の自分の状態に疑いや不安を持ち それを 明か

にしていくととは すぼらしいと kです。しかし 自分ひとりで 自分を見究

めていくことは とてもむずかしいことです。そこでこの 2泊 3日は 勇気を

ふるい起して H 偽りのない自分市をみつけ出し.他の人の心がわかるように努

めたいと思います。

この 2泊 3日.ぉ互の心と心がしっかり通い合うようにがんばりましょう。

そのためには，自分が感じるとと.思うこと，考えることを.そのまま仲間に

伝えるように努めましょう。気取らず.飾らず.ありのままの自分を，みんな

に.わかってもらうように精一杯努力しましょう。また 他の人の心に触れる

ように.耳を傾けましょう。表面的にならないようにお互いを尊重し，助け合

う 2泊 3日にしたいと思います。
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話し 合 い 合 宿について

(時) 昭和 49年 11月 2日(土) - 1 1月 4日〈月)

〈所) 金沢大学共同研修セシター(石川県能美郡辰口町下徳山)

TE L.076151 -4000 

(責任者) 金沢二水高校教諭

浦田肇，山口浩洋，横川紘一，北島杢

(参加費) 4.000円以内(宿泊，食事，間食，変通などすべてをふくむ)

(用意すべきもの)

洗面用具.運動のしやすい服装，ねまき

(時間割)

1 1月2日(土) 1 1月3日(日) 1 1月4日(月)

7:00 起床，朝 の 運 動 起床，朝の運動
.-

8:00 朝 食 朝 食

9:00 

A寸時・ 校 第 3セ タシ，ン 第 6セ タ シ 習 ン

12:00 

ー
12:30 c1 3 : 30)学校出発 昼 食 昼 食

14:00 (14:00)解 散

第 lセタシ 2 シ 第 4セ クション

17:00 

17:30 夕食，入浴 夕食， 入浴

19:00 

第 2セタシ冨 γ 第 5セタシ， γ

22:00 

ーー

23:00 消燈.就寝 消燈，就寝

セッシ冨ンの内容は.主として「話し合い」ですが. iやりたいこと」の提

案をどんどんして， グ ル ー プ の 人 々 と の 深いつながりをもちまし zう。
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局瓦訂

話し食い合宿参加申しこみぐ74.10.17)

A )計 画 (1) 昭和 49年 11月 2日(土)...... 1 1月 4日(月〉

(2) 金沢大学共同研修センター (τ'EL.076151-4000)

(能美郡辰口町下徳山)

(3) 費用 約 4.000円(宿泊費.食費.交通費その他すべて)

(4) 責任者 浦田議.山口浩洋.横川紘一.北島歪

(金沢二水高校教諭)

(5) 助言者 多国治夫先生(金沢大学教養部)

(6) 所持品 洗面具.ねまき，運動のしやすい服装。

B )白 的 (1) 日常の高校生活の中では経験しにくい「人間関係」 (自

己理解と他者理解)の場を.教師は.参加者と協力して

っくり出す。

(2) 「人間信頼」を体験によって知る。

c )申し込み

上 記の合宿に を参加させ

たいと思いますので， 4. 000円 を そ え て 申 し 込 み ま す O

石川県立金沢二水高校長 蓮 池 進 暢 殿

保護者名 ⑩ 
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l互~5J

話し合い合宿について ('74 . 1 0 . 1 8 ) 

金沢二水高校相談室

「合宿に参加する」と申し出てくださヲて，相談室の私たちは，大へん よろ

こんでいます。時間をかけて.お互い心と心が，かよい合うよラに 努力しま

し主う。

1 0月 18日(金〉現在. 参加希望者は 36名です。男子 18人， 女子 18 

人です。ととろで .12名ずつのグループに分けたいと考えていますが2::"ん

な話をしてみたいか.あるいは，どんなことをやってみたいかを書いてくださ

u、。

また 1年生 2年生 3年生の混合のグループがよいか.学年別の方がよい

かな Eも書いて下さい。

~J 1. テーマを決めないで，自由に話したい。

例 2. r男女交際 Jというテーマで話したい。

例 3. 歌をうた q たり，ゲームをして.あそびたい。

例 4. 1年生だけで話したい。

例 5. 先生が機械的にグループ分けをすればよい。

例 6. 先輩や先生方 k話したい。

(翁 参加費を未納の人は .10月 24日(木)までに，相談室の山口先生か浦

回先生に，あるいは校務室の北島先生に参加申し込み書にそえておさめて下

さい。

グループ分けについての希望

(何でも自由に書いてください〉

ホーム 氏名
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円孫子l
話し合い合宿に参加するみなさんへ '74.10.31

金沢二水高校

相談室

此の聞は，アンケートに答えてくださって，ありがとうございました。アシ

ケートの結果，男女混合.学年もまじったグループにするととになりました。

1年生の中で r1年生だけで……」という人もありましたが 1年生だけで，

グループをくみたい人の数が少なすぎて，御期待に応えられませんでした。も

しよかったら「何故 1年生だけになりたかったか Jを話してもらえたら，そ

の気持ちにみんなで，応えることが，できるのではないかと思います。歌やゲ

ームやクイズやフォークダンスな E楽しい時を過したいという意見も沢山あり

ましたし.全員で集りたいという希望もありました。これらは，時間割の中に組

みいれたいと思っています。また話し合いのテーマは「何でも思ったことを話

したい」ということで. r友情.恋愛，今.自分に関心のあるととを話したい」

というふうになって，アンケートに表われていますので.各グル プの自由に

まかせたいと思います。

「話し合い合宿」と他の合宿の違いにつと三
たしかに，ゲーム.歌.フォークダシスなどで，お互い仲良くなれますが.

もうひとつ「お互いを深く理解し合える」ように努力するのが，この合宿の目

標です。そのためには，できるだけ 自分のことを卒直に話すように，また他

の人に関心をもって，耳を傾けるように努力しまし主う。そして だれにでも

弱いところ，かなしく思うところ，つまらなく思うところなど「自分の内側」

をのぞくとあるものです。普通の学校生活では，お互いそらぞらしい闘係とい

うか，自分が居ても屈なくても大して闘係のない感じというか.先生ともクラ

スメートとも.それほど深い友情は感じられていないのではないでしょうか。

この合宿で，楽しくあたたかい敏囲気の中で自己に限を向けたり，相手のこと

を理解しようと努めたり，みんなで一緒にいることの意味があるように努めま

しょう。

次に合宿についての連絡事項をあげておきます。

O 集合時刻 1 1月 2日(土)午後 1時 相談室前

O 所持 品 筆記用具，洗面用具，運動ぐっ，ねまき，スラヲクス

。合宿場所は，金沢大学共同研修センターですから (tel.076 15 1 -4 0 00) 

かならず 家の人に連絡先を知らせておくこと。

O ギターなど，楽器のある人は，もって来て下さい。
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一町一

Questionnaire (1974. 11. 8)氏名

1. r合宿を終えて」と題して.何んでも自由に感想を述べて下さい。

2. 話し合いの中での先生の言葉や態度で，理解できなかったことがあったら，

遠慮なく書いて下さい。

3. 同じグループの人で，あなたが かなりよく理解できた人があれば.その

人の名前をあげて，その人をどのように理 解 し た か も 述 べ て 下 き い 。 何 ん

でもいいです。

4. グループの中で言いのこしたことがあったら，ととに書いて下さい。

5. 上記以外の点で.気付いたこと.述べてお き た い こ と が あ れ ば ， 何 で も 書

いて下さい。(たとえば，もう一度 集まって話し合ってみたい……)
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| 別紙8 I 

S D法 に 使用した用紙

J貴i 氏名

(例)気が長い @ー→ 気が短い

ヨド 泊ミ 少 中 少 地通 ヨド
常 な

く。
な 常

り し
ら

し りu、

個性的な トー 個性のない

敏 感 な |--1 鈍 感 な

きびしい ト一一+ 一一十 や さ しい

明 る u、 暗 u、

暖 地ミ u、 l 一一→ 冷 た u、

満足した 不 満 な

地 味 な ト一一+一一←一一→-- 斗一一一→ 派 手 な

ふまじめな ← ま じめ な

とまカ為し、 大ま カミ な

強 気 な 弱 企λ~ な

せっかち な のんびりした

臆 病 な .， 勇 敢 な

感 情 的 理 性 的

孝 福 な 不 幸 な

積 極 的 '斗 消 極 的

不誠実な ト 誠 実 な

軽そつな 慎 重 な

不 安 な 安定 し た

意 欲 的 無 気 力

たより ない トーー l たのもしい
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あ と 治ミ き
d

この「高校生のためのグループ・カウンセリング」が.今回出版の運びに至りましたのは.畠瀬

稔，村山正治両先生をはじめとする人間関係研究会の御支援と御協力によるものと.深〈感謝して

います。最初，との記録は私たちの反省資料として，ガリ刷りにして関係者にお送りしたのですが，

畠瀬先生から印刷にしてみては，というお言葉をいただきました。更に.人間関係研究会の皆様か

ら激励のお言葉をいただきました。地方に住む高校教師にと qて.自分たちの実蹟記録に.このよ

うに関心をよせ，御助言いただけるととは 何にもましてありがたいことだと感謝しています。

はじめて，本校の生徒を対象にグループ・カウ γセリシグを実施したのは.今から 4年前の 19

7 1年でした。この私たちの新しい試みを.教育活動の中に採択してくださり，御指導いただいた

のは.当時の校長であった古道正進先生と，中村外治教頭先生でした。そして今回のレポートに報

告した第 5回グループ・カウンセリングが，フ 7 '!J1シリティター確保や生徒課・ホーム担任・相談

室の連携のもとで，それなりの成果をあげ得たのは，前校長の蓮池進暢先生と現教頭の高島誠一先

生の御理解と御配慮によるものです。今年度は.新たに現校長大高彰八先生のもとで，新入生のた

めのグループを，主として小規模中学出身者を対象に行いました。私たちがとの 4年間に 7回にわ

たって学校行事としてグループ・カウ Yセり γグを実施できたのは とれら歴代の校長先生と諸先

生方の生徒への暖かい思いやりが背景となっており.ひとえに教師聞の共通理解と協力の賜物だと

感謝しています。また，さかのぼ官て考えますと.本校の相談室活動が今日のように定着できたの

は. 1 960年代において.数年にわたり.独創的なカウンセ Pシグ・ルーム運営をされた花山勝

道先生に負うととろが甚大であると思うのですが 今回のレポート作成に際しても.自ら筆をいれ

てくださるなど，格別の御協力をいただき感謝しています。

金沢大学の多国治夫先生には.第 1回から第 7固まで.毎回全日程グループに参加してくださっ

ただけでなく.グループ・カウシセリングの効果測定法などについても御指導いただきました。多

国先生の熱心で適切なスーパーピジ習ンがなければ.私たちの力だけでは，到底ゃれなかっただろ

うと思います。多国先生はじめ.この「高校生のためのグループ・カウンセリング」に.フ 7'"シ

リティターとして御協力くださった児童生活指導センターの海野保男先生.本校の西谷隆，村田進.

中谷元子L山口浩洋，浦回肇，綾川紘一の先生方には.とのように印刷するととがきまりましてか

らも，原稿整理などで大変お世話になりました。

とのようにして.とのレポートは数々の先生方の暖かい御配慮と御協力によってできあがったも

のです。とこに深〈感謝申しあげます。

1 9 7 6年 2月 11日
石川県立金沢二水高校教諭 北 島 歪

著者略歴 193 1年

1 954年

現職

鳥取市に生まれる。

金沢大学法文学部英米文学科卒業

石川県立金沢二水高等学校教諭
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-人間関係研究 会 に つ い て

人間関係研究会は，エンカウンター・グループを中心とした人間関係の改善と促進の方法につい

ての研究と実践を目的として， 1970年春に発足しました。この研究会は，人間関係の分野に関心

をもっ研究者と実践家が閉鎖性をうち破り，新しい人間関係をもとに組織と集団や個人生活のあり

方に，より真実で創造的・建設的なものを求めることを課題としています。人間関係こそは，私た

ち人間の生き続ける限り，世界・国家・社会を通じての大きな課題であり，障壁・闘争・破滅につ

ながると同時に，成長・建設・福祉への道でもあります，。この新しい分野に関心をもたれる方々が，

この研究会を利用し，経験と知識を交換しあうことを希望しています。

この研究会は.年間二十数回のワークショ yプやセミナーを開催し，文献資料の配布を行なって

おり，機関誌の発行も計画中です。希望者は，人間関係研究会の各地区事務局へお問い合わせ下さ

U、。

人 間 関 係 研 究 会 刊 行 資 料

人間関係研究会では，グループ活動に関連する資料を刊行しています。自分のグループ体験

を掘りさげて見つめるためにも，一読をお勧めします。また. “こんなことに関する資料がほ

しい"という様な御希望もお知らせいただけると幸いです。

No.l 畠瀬 稔 :身体接触を伴う人間関係促進のー技法(改訂増補)， 1972 
(価 200円〒 120門…40g) 

No.2 小野 修 :自分がよみがえったーーエンカウ γ声ー・グループへの
参加経験一τ1971 価200円 〒 120円…40g) 

ぬ 3 ロジャーズ， 1967(小野修訳自己指示的教育組織の変革のための計画， 1971 
(価 200円〒 120円…45g) 

ぬ 4 畠瀬 稔 :エンカウンター・グループについて一戸来談者中'U療法の行動
科学的発展ー(1教育の医学J18巻1号より転載)

(価 200円〒 120円…30g ) 

ぬ 5 ジエンドリン&ピーピー， 1968 (小野修訳):体験グループーグループのための
インストラクションー-(:増補改題)， 1972 (価 200円 〒120円…40g ) 

ぬ 6 北畠 <E高校生のためのグループ・カウンセリングt 1976 
(価 800円 〒240円…180g) 

肱 7 増田実，東山紘久，清水信介;ラ・ホイヤ・プログラムへの参加経験， 1977 
(価 200円〒 120門…40g) 

ぬ 8 畠 瀬 稔 :企業における人間関係の改善についてーーエYカウン声ー・
グループの導入一一， 1979 価 200円 〒120門…30g ) 

O 清水信介編:エンカウンター・グJレープ文献リスト， 1975 (価 200円 〒120円…40g ) 

これらの文献資料の購入申し込み，またはお問い合わせは，各プログラムの「問い合わせ先J，

または下記までどうぞ。

一冊以上ほしい方は.重さを参考にして計算の上.郵送料をお送り下さい。 250gまでは240

円， 500 gまでは 350円です。

人 間 関 係 研 究 会 事 務 局

干145東京都大田区上池台 1-34 - 26 
渡 辺 協 子 方

ご送金は郵便振替 東京9-37428まで
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